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フィリピン最大財閥アヤラが新 iCTパ ーク完成
UP・ アヤラランド・テクノハブが今月オープン

1 8 3 4年フィリピンでell立、フィリピンで最大の企業グループであるスペイン系財閥のアヤラでは、これまでマニラ

首都圏の中心ビジネス街であるマカティ市の開発を始めとする都市や工業団地の開発、通信(携常電話のグローブ ・

テレコム)などフィリピンの多くの産業分野でパイオニア的な活動を展開、ことごとく成功させてきる。このアヤ

ラ・グループが近年、 ICT(情 報通信技術)分野にグループの総力を挙げて取り組み始めた。その今後の活動を支え

るインフラとして 『UP・ アヤラランド・テクノハブ』が今)lオープンする。マニラ首都圏ケツン市にあるフリピン

国立大学(UP)と 協力して、同キャンパス隣接地に第 1期建設がほぼ終わったこの ICTバ ークを見学した。

フェルナンド・ゾベル ・デ ・アヤラ社長

B P Oや ソフトウェアの

オフショア開発に全力投球

昨年10サ1、アヤラ ・グループでは、

初の試み としてグループ内の 「ICT

(情報通信技術)サミットJを マニラで開

催、今年 8ナ1木には 211間 にわたり、

より大規模な第 21JI CTサ ミッ トを

マニラ市欄;国マンダルヨンのエ ドサ ・

シャングリラ ・ホテルで開催 した。そ

こにはマイクロソフ ト、HP、 DEL

L、 オラクル、シスコ、 IBMな ど、

アヤラ ・グループ以外の関係者を含め

約500人 が参加|した。多くの出展ブー

スでそれら各ネ上は得意の技術を左 り込

んでいたが、モバイル環境、サプライ

チェーンマネジメン トといったテーマ

で各社による数多くの国際セ ミナーも

開かれた。

同サ ミッ トで、フェルナ ン ド ・ソ

ベル ・デ ・アヤラ(Fernando Zobel de

Ayala)社長(C00)は 「ICTは 今後さ

らにグローバル、ボーダレス化するビ

ジネスで|十1産性やサー ビスを高めるた

めに不可欠なもの。各企業だけでな く

ICTは 1司の競争力を高めることにつ

ながるJと 力説 した。数年前から始め

たBPO(ビ ジネス ・プロセス ・アウ ト

ソーシング)で|1本法人を設立 したアヤ

ラ ・システムズ ・テクノロジーズ社(A

STI)の アーウィン ・ロクシン(Erwin

P Locsin)社長も、「アヤラ ・グループ内

に興業種企業も多いが、各社で)(有で

きる ICTは 多い。たとえば EMS(電

子部品機器受予モ製造サービス)でアヤラ

が1980年 に設立したインテグレーテッ

ド・マイクロエレク トロエクス社(lM

I)は、 +1木にも進|||しているが、
Hl社

と今後の新たなビジネス構築に向けた

1古`報交換もイrつているJと 説明した。

アヤラ ・グルー プでは、それまで

ノウハ ウカ`なか った B P Ott「可強化

のため近年、M& A (命 業の合併 ・買

収)で、米l■lのニ ュー ヨー クやロス、

英回のロン ドン、イン ドのムンバイや

ニューデリーに拠点があ り投資銀行や

法律事務所のアウ トソーシング(業務の

外部委岳モ)を行 うインテ グレオ

ン( l N T E G R E O N )杜を買収 したの

を始め、デジタル ・グラフィッ

クスやデ ジタル ・デザ イ ンの

アフ ィエテ ィ ・エ クスプ レス

(AFFINITY EXPRESS)社 を100%

買収 した。インテグレオンはイ

ン ドのデリー とムンバイに800

人、フィリピンで200人 の人材

を抱 えてお り、 これ らと連携

して ICT関 連 ビジネスを拡大

させてい く方針。一方アフィニ

テ ィでは 3件 の新合弁事業も生

まれてt るヽ.

『UP・ アヤラランド・テクノ

ハブ』が今月、正式オープン

フィリピン1叫lr人ヤ(UP)と アヤラ ・

グループの合弁 li米として、 UPが 保

有 している広人な敷地に//1設を進めて

いた IU P・ アヤララン ド・テ クノハ

ブ |が 10サl iliにli式にオーブンする1)

60ヘ クタールの1勺、坊ぢ11明として375

ヘ クタールの|1門yさを進めているもの

で、すでに 4ヘ クタールの湖を ,Hむ形

で 6棟 のビルがう
rこ
成 した十1 1撫の1末1侍「

横は約 1プJ |`ヴサメー トルでそれぞれ 4

件1建てのビルー,「20 0 9イ|を|| |にす貨る 4猟

をケ
1こ
成させるJと す)せ地で|づtiり1された。

人11にある インキュベーション ・エ リ

アは、30 1` / 1すメー トルから50 |`ヴ」メー

トルほ どの スベー スに区りすられてい

るが、すでに
｀
14分ほどは契約済み(,公

共スペースには 「東京東京 |と いう名

のフ ィリビンの 1本食チェーンなども

オープンする.

! U P・ アヤ ララン ド テ ク ノハ

と

誂

UP・ アヤララン ド・テクノハブ
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ブとの賃貸料は'1出、 1｀|た方メー トル

680ペ ソ(1ペ ソ約25111)。司じマニラ苫

都国のマカティにある高席オフィスタ

ワーでは1.200ペソほどするからほぼそ

の
｀
14額、日本の束京な どのオフィス価

格の 4分 の 1ほ どである。更に、この
・
UP・ アヤララン ド・テクノハブJ

は、 PEZA(フ ィリピン経済区庁)の

認定地域にすでに指定され、人|ユ子企業

は所得税の減化などの恩典が受けられ

る。今月(10月)中にアロヨ大統領を迎え

オープエング式典をイfう ことになって

いる。

フィリピンでは仲
″
にはほぼ力【くなっ

た ものの、ハイテ ク施設が作電す る

と、コンピュー タな どに影響が大き

い。そこで ru P・ ァャララン ド・テ

クノハブ1で は、ディーゼルの白家発

電設備も導入、電力会ネL(メラルコ)か

らの送電が「11まった場合に備えている

が、常時 2H分 のデ ィーゼル燃料を苔

えて万合を期 しているという.

「UP・ アヤ ララ ン ド ・テ クノハ

ブfに は、すでに否港上海銀行(HSB

C)な どの英国系金融グループや IBM

がバックオフィスとして人居 している

他、カナダに本拠を冊 く||1界第 5位 の

保険会社であるマニュライフが BPO

を始めている。アヤラ ・グループでは

すでに2000年 11す1か らUPと 同キヤ

ンパス内で情報通イ|キ技術(ICT)で の産

学脇1司事業 「UP・ アヤラ ・テクノロ

ジー ・インキュベータJで 協力関係に

ある。

世界との提携を推進する 「アヤラロ

システムズ ・テクノロジー社」

アヤラ ・システムズ ・テクノロジー

社(A S T l )に よると、同社はこのほど

シンガポールの政府系通信会千上のシン

ガポールテレコム(シンテル)の関連会社

と紙デー タの電 子帳菜化 ・データ運用

でタイアップした。先ず、銀行、保険

業務をテス ト的に行い、将来的にはII l

家的規模のビジネスに拡大させたい方

金十.

A S T Iで はまた、 この 4ナ1か ら

スウェーデンの I T企 業 と提機 したば

か りだが、このスウェーデン企業の紹

介による新 ビジネスがl・l l次ぎ決ってい

る.同 1玉|のC I S (ジ オグラフィック ・

インフォメー ション ・システムズ)と

いうソフ ト開発企業は、アヤラが開発

したマニラ郊外のアラバンに 1` 1初5人

を派遣 して協力 してソフ ト開発を始め

る。 また、北欧の 4削 もの旅イf市場を

押さえる旅行代理店 とウェブでの協力

事業をスター ト、さらにはスウェーデ

ンの風 力発電機 メー カー との契約 も

決った。
一方、オフショア開発、 BP Oで 世

夕+に遅れを取つている日本企米である

が、ここに来てようや く動きだしてい

る。ルと在、有力 日本企業 と中長期的提

携の話が進んでお り、フィリピン人の

英語力を生か してエンジエアの教育を

行 う話も進んでいるとい う注目すべき

動きがでている。

FU P・ アヤララン ド ・テ クノハ

ブょの入り||のイf手に生成 した 「第 1

ビルJは 1階 2,500平 方メー トルで 4階

建て計 1万 平方メー トルの 「インキュ

ベーション(事業制成)施設Jo ASTI

は、ここを使って、初期投資がきわめ

て小さく抑えられるなどコス トが曜減

できる 「インキュベーション事業Jを

日系企業にも広げてい く方針。まだ日

系の契約がない点について ASTIの

アーウィン ・ロクシン社長は、「口本の

ITマ ーケッ トは巨大だと認識 してい

る。今後、最初の数社が決まればあと

は続いて来るJと 見ている。

2006年末にASTIは 日本法人であ

るASJ(=Ayala Systems」apan,アス

ジェ、〒2617121 千 葉県夫浜区中瀬

2-6、 WBGマ リブイース ト21階

電話0433015355、   http!//www a司

ayalasystems com/ )を設立している。

ASJの 神出(こうだ)茂社長は、「イン

キュベーションのビジネスでは、卜1本

企業の海外進出のリスクを最小限にす

ることがテーマ。人材 と会社の管F収は

アヤラ旧Jでお引き受けし、ASJと A

STI内 に顧各の各社 ごとの事業部を

設置、専任社員を採用 して、独ヤ運営

します。従って顧客企業は最小人数の

技術者を日木から派遣するだけです。

フ ィリピンは年40万 の大卒が屈 り、

内 4万 人が IT関 係の卒業4上。第 2夕ヽ

回盲liである英語が得意な に、柔峡性、

適応力が高 く、チームワークの点で優

れ、まちがいな く親 日的で優秀なフィ

リピン人材を責任を持って集められま

すJと いう。

ルと在、 AS T Iか ら 1本の大手銀

行、大手の SI E R (シ ステム ・インテ

グレーター
)やメーカーに、 8人 ほどの

ブリッジ ・エンジエアを送ってお り、

フィリピンにはその10倍の「l本チーム

がいる。更に、 |1本企業のエンジエア

をフィリピンに受け入れ、AS T Iで

英語 と技術研修を してもらっている.

ASJの 神Πlネ上長は、「W作ネ11はオーブ

ン ・ソース ・ソフ ト(OSS二 公|1門さ

れているソースコー ドを使う)での|1日発

を得意 としている.Red Hatや MySQL

のパー トナー として、大用せ棋|1門た、サ

ポー ト業務 も実施 してお り、MySolサ

では日本の最大υDユーザーの 1門すこ・サ

ポー トに協ブJしている.SIERと も

i商談中.我 々のような 考え方の企米は

まだなく、多IJ稲企米でもあ り、|1木

企業 との提携 も多いアヤラ ・グルーブ

の総力を挙げて敵係をバックアッブし

ていきたい。また、|1本円内にとどま

らず、束 打アジアで活Jllする|1系企米

を始め、グローバルで活lllする人llが

必要な企業に対するサポー ト、合介企

業の設立にも1瑚′テしていきたい |と い

う。

A S Jの 作藤忠杉ダイレクターはl t i

士通時代に欧サ‖‖各1也に J lイl tし,千J注した

人材c  l r藤氏は、「ソフ ト1日たの分野

では、海外の リツースを如1何に して 1

手く活| | |できるかが成りJの拠になって

いる.口 木国内での l T人 材がイく足化

する一方で、ソフ ト1門yこの1 1「;娯はイ| :々

1  膨 らんでお り、そのギ ャッブが 大 きく

なっている実|吉`にあるJと 桁椰̀ し、 十1 1

界の l T産 業が英1評iをツールに して

ビジネスを展開することが定持したルせ

rt、日本だけが|1本1 7 iに|ドl  r l tしていて

は、グローバルのスビー ドについてイr

けず、さらに遅れてしまうJと 危1サtし

| :!8を言を|[|1禄:!卜を|」
のため、フィリピンの l T 技 術 祈は十1

1  本のS S さを蝉めることができる | と 7 1

藤氏は見ている.

(アジア ・ジヤーナリスト松 1健)

ASTIの アーウイン ・ロクシン社長
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